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～訪問診療～ 

☆クリニック濱田医師  訪問日 

令和４年１月２０日（木）  

令和４年２月１７日（木）  

新年あけましておめでとうございます。 

新春のお慶びを申しあげますとともに、日頃から当法人事業所の運営にご理解とご協力をいただき、

心より厚く御礼申し上げます。 

2021 年は新型コロナウイルスが世界中に蔓延し、私たちの日常生活は一変しました。例えばマスク

の着用、手指消毒の徹底、外出の自粛、ソーシャルディスタンスなどの確保など、これまで考えもし

なかったことが生活の中で当たり前になり、息苦しさを感じずにはいられません。 

 その一方でテレワークや Web を活用した会議、研修等の環境も整いはじめ、これまでの仕事観やコ

ミュニケーションのありかたそのものにも変化が生じています。 

このような新型コロナウイルスに端に発した変化によって、もはやただの感染対策の域を超え、私た

ちがどうゆう生活をし、どのように生きていいくかが問われているように感じます。 

まず感染予防の徹底が最優先であることに間違いありません。この変化を冷静に受け止め、私たち

の生活がより良い方向に向かうように工夫と努力をして参りたいと思います。 

2022 年は 60 年に１度の 60 年周期で訪れる「壬寅（みずのえとら）」にあたる年としてされています。

「壬（みずのえ）」とは、ゆったりカーブを描きながら流れる大河を表しています。加えて「決断」の意を

もつ「寅」が合わさった 2022年は、安定性や落ち着きをもちながらもはっきりと決断できる年。 

わたしども法人、事業所においても、「ともに」の理念を基に、ご利用者と着実に前に進んでいきたい

と思います。また、新型コロナウイルスの終息とともに、皆様にとって素晴らしい一年となりますよう心

よりお祈りいたします。 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

                                                施設管理者 運道高之 

 

 

 

 

～新年のご挨拶として～ 


